
書式第12号 (法 第28条関係 )

2022年度 事業報告書

2022年 4月 1日 から2023年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人そとぼ―よ

1 事業実施

2022年度は、親子ひろばやあそびの出前の継続のみならず、中原児童センター、エコルとごし、立正大学、E―Paよ、すきつぶ、NPO法 人ウーヴ、小山小PTAな
ど様々な団体と連携し、交流しながら活動ができた。地域からそとぼ―よへの期待は小さくないと感じることが多かった。一方で、動ける人材に限りがあり、活動
範囲を広げることに限界があると感じることもあつた。今後一緒に活動してくれる仲間を、どのように増やしていくか課題となつている。
中長期計画についてのミーティングを会員向けに開催し、子ども達の豊かな遊び環境づくりには、理解者が増えることが大切であることを確認した。団体・個人

ともに、「つながる、手をつなぐ」意議を改めて大切にし、そとぼ―よが目指す社会をわかりやすく伝えるため、絵本作りを次年度より進めていくこととなった。

2事 業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事 業費の総費用【2.898】 千円)

事業名 事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者の範囲
および人数

事業資
(千 円)

「子どもの遊び・学び・育
ち」に関する若動の推進
事業

みんなでつくる親子ひろば「そとば～よ !」 @文庫の森
年間を通して利用者も多い。挨拶してくれる近所の方や、公園

管理の方が木の実の差し入れをしてくれたりして、地域の中に定
着してきた。NPO法 人ウーウともいい連携ができている。

4～ 3月 、

月2回金曜
(計 21回 )

文庫の森公
園

3人
乳幼児親子

250組 230

みんなでつくる親子ひろば「そとば～よ !」 @しながわこども冒
険ひろば
年間を通して利用者は少なめだったが、コロナ禍で親子がリ

ラックスして過ごせる場を提供できた。地方から引つ越してきた方
の利用も多く、都会でも自由に遊べる場があつてよかつたという
声があつた。父親の参加も増えており、父親も居心地よい場づく
りを心がけたい。

4～ 3月

毎週火曜

(計39回 )

しながわ区
民公園

2人
乳幼児親子

1.020人 545

荏原地区外遊びモデル推進事業「あそびの出前 in旗の合公
園」
3年 目になり.事業が地域の中に溶け込んでいる雰囲気。日

曜日は父親の参加率が多く、自分も楽しみながら一緒に遊んで
過ごしている。水曜日は、午前中は保育国の利用、午後は小学
生てとても賑わう。「あそびの出前」の道具を使って.自 由な遊び
を次々と展開していて、遊び込めている。

4月 ～3月

月2回

(計24回 )

旗の台公園 3～ 0人
乳幼児

親子、小中学生
1.464人

1.305

荏原地区外遊びモデル推進事業rあ そびの出前 in荏療中央
公園」
2023年度より月に1回 、新しい公園での追加開催が決まる前に

単発で開催。とても好意的に受けれられ、子ども連が思いっきり
遊べていた。「次はいつなの ?」 という声多数。

1月 25日
荏原中央

公園
5人

乳幼児
親子、小中学生

98人

おさんぼそとば～よ :(大崎、荏原、′ヽ潮 )

品川区子育て支援活動助成金を利用して開催。親子が身近な
::場 所で、普段見落としがちな自然を感じとれた。歩きながら参加
している親子同士の交流も自然に生まれ、お互いの悩みなどを
話せたりもした。

月3回

(計 29回 )

八潮・大崎
荏原

2人
乳幼児親子

75組 204

「子どもの遊び・学び・育
ち」に関する活動の啓発
事業

すきつぷひろば主催 外遊び講座
毎年呼んで頂いているすきつぷひろばでの外遊び講座。講座を

きっかけに、親子ひろば「そとぼ～よ :」への利用者も増えてい
る。

8月 1日・

11月 14日
荏原区民セ

ンター
2人 乳幼児親子 14組 5

パパ向け講座「親子で外遊びを楽しむコツ」 ～外遊び体験付
き～
子育て自主グループ講習の助成金をいただいて開催。子どもと

外遊びをする父親が年々増えていることもあり、プレイワーカー
を講師に迎えて、パバ向け講座を開催。子どもと遊びについての
座学後、実際にみんなで外遊びの機会を設けた。

11月 5日
中小企業セ

ンター
5人 乳幼児親子 15組 82

中原児童センターでの外遊び講座
乳幼児向けおさんぽ講座、小学生向けネイチャーゲームを開

催 .

10月 12日・

10月 14日・

12月 3日

中原児童セ
ンター

2人
乳幼児親子

小学生
40人

12

エコルとごし主催 「エコル0歳 からの外あそび ～親子で楽しむ
秋の自然あそび～」
エコルとごしからお誘い頂き、乳幼児向けのイベントを開催。手

作りのおさんぽパックを作つてから、戸越公国内の普段入れない
敷地を散策、豊かな自然を親子て楽しんだ。

10月 22日 エコルとごし 2人
乳幼児親子

8組
25



「子どもの遊び・学び・育
ち」に関する活動を支え
る人材育成事業

子どもと大人のきずなを深めるヒントCARE講座 後半
講師を呼び、子どもとよりよい関係づくりのために、理論的根拠

を学び、ロールプレイを行つた。後日振り返り研修も実施。 5月 30日
中小企業セ

ンター
2人

子育て支援者
11人

63

「子どもの遊び・学び・育
ち」に関する活動をすす
めるネットワーク事葉

みんなでつくるアソビバ E―park

6月 より、月2回 、日黒駅近くにあるE―Parkにて新しいアツビバ

を開催。近隣の親子を中心にリピーターが増えている。遠くて「そ
とぼ～よ !」 に参加できなかつたのでありがたいという声もある。

月1～ 2回

計11回 E-park 2人
乳幼児親子

131組
155

小山小 PTA主催 校庭開放の外遊び支援
PTAの 方が段ボールを集めてくれた。学校事務のおじさんがベ

イコマで遊んでくれたり、普段なかなか交流のない子どもたちと
遊べた。砂場あそびが特に盛り上がった 。

小山小学校 2人
小学生等

45メ、
il

品川子育てメッセヘの参加
冒険ひろばのスタッフと共に、ダンポールひろばを開催。小さい

子向けのメッセの中、おもいつきり遊びたい子が安心できる場に
てきた。

10月 28日
スクエア
荏原

2人
1.050人

(来 場者数 )

2

品川子ども・若者計画 (素案)パブコメミーティング
モノづくりXプログラミング for Shinagawaと 共同開催。子ど

も・若者計画へのパブリックコメントを届けるため、素案を読
み解き、参加者が区政に届けたいポイントを整理する目的
で企画・開催した。

11月 25日 Z00M 3人

スタッフおよび
他団体のメン

ハ ー

12人

0

「子育て・子育ちにやさしいまちづくリネットワーク:Nしながわ」
参加
久しぶりのリアル開催で、子ども育成課の方から、若者支援な

どの話があった。

1月 20日
荏原文化セ

ンター
1人

スタッフおよび他

団体のメンバー

20メ、

0

品川区 :親子ひろば交流会への0加
コロナ禍での親子の様子などをシエアできた。新しい団体の参

加も増えている。

6月 24日・

12月 16日 .

3月 10日

きゅりあん 1人

スタッフおよび他
団体のメンバー

,2人

2

児童センター、親子ひろば交流会
区の施設と民間の団体などが分け隔てなく交流ができ、とても

いい機会になつている。しながわこども冒険ひろばの利用などを
呼びかけた。

12月 13日
滝王子児童
センター

1人 15人 2

会員交流会rあそ部」
区民公園でのパーベキューおよび、八潮のおさんぼそとば～

よ :にあわせてお花見を開催。バーベキューでは、会員の子ど
もも参加できており、居場所としての役割も感じた。

3回

区民公園・

′ヽ潮スボー

ツの森

1人
当法人の会員

20人
0

f子どもの遊び・学び・育
ち」に関する広報・出版・

調査研究事業

立正大学経済学部ゼミ生と「大崎みちくさマップ」作成
ゼミの学生と、大崎マップを作成。地域の魅力を再発見し

てもらえるような地図作りを目指した。
立正大学 4人 不特定多数 97

障がい児の利用を促進する都市公園のインクルーシブな遊び

場に関する研究協力
理事の研究に協力。ユニバーサルデザインの大井坂下公園の

利用調査。障害のある子どもを持つ保護者の会と、実際に公園
て遊び、聞き取りもおこなった。

12月 10日・

2月 9日・

2月 16日

大井坂下公
園

,人

スタッフおよび他
団体のメンバー

15人

7

カワイ音楽教室rゆ たかなこども」冬の外遊び特集 :インタ
ビュー記事掲載
HPからの問合せ。冬の外遊びのポイントや具体的な遊び方な

どをお話し、記事が掲載された。

1人 不特定多数 0

品川区子育てガイド別冊「子育てひろば」編集協力
前年度に引き続き、改訂版が発行されるにあたり、情報を確認

し、写真を差し替えた。
1人 不特定多数 0

インターネット等広報
HP上 でコラムを執筆したり、活動情報を定期的に掲載し、広報

に努めた。また、HPの リニューアルに向けてデザイン制作も開始
した。

随 時 HP}+ 4人 不特定多数 101

1月 14日



書式第 13号 (法第 28条関係 )

【B】 経 常 費 用

2022年度  活 動 計 算 書

2022年4月 1日～2023年 3月 31日現在

盤超壁墨墜動塗え配雲L室
(単位 :円 )

孝斗 目 金  額 小 言十 ・ 合 言十

【A】 経 常 収 益

経 常 収 益 計

142′ 000

219′ 124

3′ 010′ 120

11

3′ 371′ 255

1事業費

(1)人件費

給与手当

法定福利費

福利厚生費

1′ 059′ 600

1′ 793

3′ 796

(2)

諸謝金

会議費

研修費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品質

Ep刷製本費

接待交際費

減価償却費

保険料

諸会買

租税公課

支払手数料

1′ 373′950

197′ 760

30′ 000

39′ 727

63′ 218

66′ 092

38′ 295

0

0

1′ 749

0

1′ 000

20′ 812

1′ 065′ 189

1 832 603

2′ 897′ 792事業費計



2   管理費

用

(1)人件費

給与手当

法定福利費

福利厚生費

ｎ
）

Ｕ^

75７

・

117′ 175

181′ 322(2)その他経費

諸謝金

会議費

研修費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

接待交際費

減価償却費

保険料

諸会費

租税公課

支払手数料

0

20′ 320

0

692

26′ 048

8′ 242

16′817

7′ 730

89′ 69フ

6′ 998

2,500

1′ 200

1′ 078

298′497

3′ 196′289

174′966当 期 経 常 増 減 額 【A】 ― 【B】 ・・・①

∩
）

Ｕ^

【C】 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計
Ａ
Ｕ

∩
）

Ｕ^

　

∩
ｕ

∩
〉

【D】 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計

0当 期 経 常 外 増 減 額 【Cトイ D】 ・¨②

174′ 966

0

917′ 690
法人税、住民税及び事業税 ・・・④

前期繰越正味財産額 ・・・⑤

1′ 092′656

引 前 当 期 正 味 財 産 増 減 額 ①+② … ③

期 繰 越 正 味 財 産 額 ③…④+⑤

過年度損益修正益

災害損失

過年度損益修正損



書式第 15号 (法第 28条関係 )

2022年度 貸借対照表

特定非室型活動法人そとば―よ

(単位 :円 )

手主| 目 金  額 小計。合計

【A】 資 産 の 部

1′ 031′490

204′ 425

0

1′ 235′ 915

142′ 864

1427864

0

0

142,864

【A】資 産 合 計 ①+② 1′ 378′ 779

【8-1】 負 債 の 部

負 債 合 計 ③ +④

269′ 636

16,487

286′ 123

ｎ

）

286′ 123

【B-2】 正 味 財 産 の 部

正 味 財 産 合 計

917′690

174,966

1,092.656

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B… 1】 +【 B-2】 1′ 378′ 779

現金預金

未収金

棚卸資産

(1 有形固定資産

什器備品

(3)投資その他の資産

敷金

長期貸付金

固定資産

未払金

預り金

長期借入金

退職給付引当金

2 固定負債

・・・④

前期繰越正味財産額

当期正味財産増減額



書式第 16号 (法第 28条関係 )

2022年度  計算書類の注記

1.重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)によつています。

(1)固定資産の減価償却の方法

取得価額10万円以上20万円未満の資産については、3年均等償却を採用しています。

2.事業別損益の状況

樋塑達ヨニ墜画止△甦壁�

2023年 3月 31日王見在

(単位 :円 )

科 目 ‐L推進事業 `2,啓 発 (3,人材育成 0ネットワーク
|,広報 。出版・

研 究
0その他 事業部門計 管理部門 合計

I 経常収益

1.受取会費

正会員@5′ 000X人

支援会員@3,000X人

賛助会員@10′ 000×人

2.受取寄付金・助成金等

受取寄付金

受取助成金・補助金

3.事業収益

自主事業収益

受託事業収益

4.その他収益

受取利息

雑収入

18′ 980

87,000

10′ 100

2′ 550′240

50,800

41′480

39′744

500

9′ 400

153′ 000 204′ 000

28′380
126′ 744

4■ 8′400
2′ 591′ 720

85,000

27′000

30′ 000

64′ 000

11

142′ 000

219′ 124

3,010′ 120

11

0

糸至お誌4又

`春

言ヤ (1リ 2.666.320 92.280 40.244 162.400 204.000 3,165,244 206′ 011 3′ 371′ 255
Ⅱ 経常費用

(1)人件費

給料手当

法定福利

福利厚生費

810′600

1,793

3′796

47′ 525 1′ 050 136′ 150 64′ 275 1′ 059′600
1′ 793
3′796

117′ 175 1′ 176′ 775
1′ 793
3′ フ96

人件費計 C 816′ 189 47′ 525 1,050 136,150 64′ 275 1′065′ 189 117′ 175 1′ 182′ 364

(2)その他経費

諸謝金

会議費

研修貢

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本質

接待交際責

減価償却費

保険料

諸会費

租税公課

支払手数料

1′ 145′ 500

165ァ 500

15′ 500

36′ 231

55′ 724

55′265

22′ 983

1′ 000

20′372

58′000

8′ 480

398

4′ 750

4′ 249

1,749

30′000

8′ 280

14′ 500

2′ 302

1′600

5′ 525

28′ 500

4,000

1 537

1117950

11′ 500

796

7′494
2′ 940

5′ 538

440

1′ 373′ 950
197′ 760
30′000
39′727
63′ 218
66′092
38′ 295

0

0
1,749

0
1′000

20,812

0

20,320

0

692

26′048

8′ 242

16′817

7,730

89,69フ

6′ 998

2′ 500

1,200

1,078

1′ 373′ 950
218′ 080
30′000
40′419
89′ 266
74′334
55′ 112

7′730
89′697

8′ 747
2′500
2′200

21′ 890
その他経費計

`う
) 1′ 518′ 075 77′626 62′ 207 34′037 140′ 658 1′ 832′ 603 181′ 322 2′ 013′925

経常費用計 ②+o=0 2,334,264 125,151 63.257 170,187 204,933 2,897,792 298′ 497 3′ 196′ 289
当期経常増減額 (1)― (4う 332,056 ▲ 32′ 871 ▲ 23,013 ▲ 7′ 787 ▲ 933 267′ 452 ▲ 92′486 174′ 966

科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 xffirf,*srEl s*ffiIt{fitr
(有形固定資産 )

什器 備品 (ノートパソコン) 109,597 159,496 269,093 142,864

:

▲ 126,2291

合計 109′ 597 159′ 496 269,093 ^ 126,2291 142,864



書式第 17号 (法第 28条関係 )

2022年度 財産目録

特定非営利活動法人そとば―よ

(単位 :円 )

金  額  ヽ 三十

`ざ

 三十

資 産 の 部

(2)未収金

①「子どもの遊び。学び・育ち」に関する活動の推進事業

う
０

販売用寄附物品

「子どもの遊び・

手元現金

城南信用金庫大丼支店 普通預金

1′ 031′ 490
∩

〉

1′ 031′ 490

186′425
18′ 000

204′ 4251

0

1,235,915

142′ 864

36′ 533
106′ 331

01

【A

つ
こ

同宇奎産合言十・・・② 142.864

【A】 資 産 合 :十 ① +② 1′ 378′ 779

負 債 の 部

:動負債

(1)未払金

3月 分給与

3月 分諸謝金

3月分会議費

3月分研修費

3月分交通費

3月分消耗品質

3月分印刷製本費

3月 分通信運搬費

3月分支払手数料

82′061
136′ 695

13′ 000
7′ 000
3′660
8′ 169
2′ 556

14′ 339
2,156

269′ 636

(2)預り金

源泉徴収税 (給与・報酬 )

16′487
16,487

流動負債合計 ・・。③ 286′ 123
つ

‘

長期借入金

退職給付引当金

-1

0

【B-1】負 債 合 計 ③+④ 286′ 123

【B-2】正 味 財 産 合 計 【A】 ―【8-1】 1′ 092′ 656

什器備品
ノートノ(ソコン01

敷金



書式第 18号 (法 第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2022年 度年間役員名簿 J
前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並

にこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人 そとぼ―よ

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条 を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれませんc(法第 20条関係 )

□各役員について、親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)

氏    名

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該 当者のみに記入)

1
理 '11: 監 ',「

ホン ドウ リョウコ

本道 良子

2022(「  4月   111

2023年  3月  3111

年  '1  11

年  月  ||

2
1監 ||

ホリゴメ 2022114月   111

2023年1 3月  3111

イF 月

月

||

堀込 由美子

3
監 'F ミヤサ ト カズノソ

宮里 和則

2022〈 li′ 1月   111

2023年 3月  311」

イ
1二    月    ||

年  月  ||

4
1流 `l「:FIl.11:

カ トウ フミコ 2022'F 4月   111

2023年  3月   3111

年

年

月    ||

月   11加藤 文子

5 監 寸「
カナイ トヨアキ

金井 豊明

2022年 ′1月  111

2023年 3月  3111

イ11   月    ||

年  月  ||

6
監」「

コマザキ ケイコ 2()22イ 11 ,1月    111

2023年・ 3月  3111

年  月  ||

年  月  ll駒崎 圭子

7
・監 1,

テラダ ミツサ リ

寺田 光成

2022年 4月   111

2023年 3月  3111

年  ナl  ll

年  月  ||

8
監 事 トノギ コノミ

2022年 4月  1:|

2023113月  3111

年

イ
11

月   11

夕l  ll外木 好美

9 監りl:

ムラタ ジョウイチ 202211 ′1月    111

2023年1 3月   3111

11  ,1  ll

年  月  ||村田 丈一

10 '11!11:

オギノ タダシ 2022イ下̂′1月   111

2023イ 113月  3111

イト

年

月

月

||

||荻野 正

11

イクシマ ヒロコ

幾!:寺 博子

2022イ 114月   111

2023年 3月  3111

411   月    ||

年  月  ||

1監
1ギ

⌒

Fil＼
[1.ソ



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )

設立・事業報告用

社員のうち10人以上の者の名簿
2023年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人そとぼ―よ

氏    名

1 本 道  良 子

2 堀 込  由 美 子

3 官 里  和 則

4 加 藤  文 子

5 金 井  豊 明

6 駒 崎  圭 子

8 外 木  好 美

9 村 Hl  丈

10 荻 野   正

11 幾 島  博 子

|

,l* E x: FE 


